
共生社会

多様性という無限の
可能性に着目すること

「共生社会」とは、これまで必ずしも十分に社会参加で
きるような環境になかった障害者等が、積極的に参加・
貢献していくことができる社会である。それは、誰もが
相互に人格と個性を尊重し支え合い、人々の多様な在り
方を相互に認め合える全員参加型の社会である。
（文部科学省）



共生社会の形成
誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合
い、人々の多様な在り方を相互に認め合
える全員参加型の社会

障害のある人も
（と）

障害のない人も
（が）

人間の多様性を重視

多様な人が精一杯学び 多様な人が精一杯力を発揮する

多様な人がつながり、社会に参加し、
全ての人が自己実現、社会貢献ができる社会

支援してもらう側 支援してあげる側

多様な私たち一人一人が
かけがえのない人
可能性をもった人



府立向日が丘支援学校の実践から




